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新たな画像再構成技術
DirectDensityと
AI-powered Auto Contouring
ソリューション
聖路加国際病院は、国内でも有数の乳がん放射線治療患者数を誇り、乳がんに
対する深吸気息止め（Deep Inspiration Breath Hold：DIBH）照射をはじめと
した高精度かつ低侵襲な放射線治療をご提供されています。
今回は2020年にご導入いただいたSOMATOM Confidenceに搭載されている、
Siemens Healthineers独自の放射線治療計画専用の画像再構成技術である
DirectDensity、及びAI技術によるAuto Contouring機能を提供するAI-Rad 

Companion Organs RTを中心に、Siemens Healthineersの放射線治療計画用
イメージングソリューションについて、お話をうかがいました。

放射線治療の臨床的ニーズや、物理技術的な
ニーズを考えて放射線治療計画用 CTの製品
開発、ソリューションを提案してくれているのは
Siemens Healthineersだけだと感じていました。
代表例として、Siemens Healthineersが提供

してくれた TG-66のガイドラインにのっとった
設置精度評価のサービスは、臨床現場の我々が
検証すべき内容をメーカーがサポートしてくれ
るので大変助かりました。
放射線治療の現場が抱えている問題点や、病院

からの要望も一番真摯に考えてくれていると思い
ます。

導入後のサポート体制も含めて、放射線治療
の現場に寄り添ったパートナーとなってくれる
メーカーであると感じています。
今回、診断部門含めて当院では初めてSiemens 

HealthineersのCT導入となりました。
Siemens Healthineersの放射線治療に対する

パッションが、このようなブレイクスルーにつな
がったと感じています。

AI技術を搭載したAuto Contouringソリュー
ションAI-Rad Companion Organs RTの導入
経緯についてお聞かせください
水野 物理士 ESTRO ASIAで初めてSiemens 

HealthineersのAuto Contouringのソリュー
ションについて聞く機会がありました。
その際にCT撮影からContouringまでを一貫

して同一メーカーで実施することによるワーク
フローの強み、描出の正確さと高い精度に驚き
ました。
我々はSiemens Healthineersに対しては

Imagingの側面から放射線治療へのサポートを
大きく期待していますが、期待以上の精度で、
Siemens Healthineersの今までの Imagingで
蓄積されたノウハウが詰まっていると感じました。

放射線治療計画専用の画像再構成技術
DirectDensityの運用方法、有用性について
お聞かせください
増田 技師 最適管電圧自動選択機構である
CARE kVを活用して管電圧フリーで放射線治療
計画用CT撮影を実施しています。自動で最適な
管電圧が選択されるので、操作する側としても
全くストレスなく運用できています。

当院では治療計画装置にRayStationを使用
しているためDirectDensityによって撮影時の
管電圧に依存しない一定のMass Densityに対応
する画素値に変換したデータを線量計算に使用
しています。

DirectDensityの導入によって、管電圧を含めた
撮影条件の最適化、そして被ばく低減につな
がっています。
小児のユーイング肉腫症例などでも低管電圧

を使用することで、被ばく低減につながっており、
様々なケースでDirectDensityによって撮影管
電圧が最適化できることの有用性を実感してい
ます。

山内 物理士 以前の装置では管電圧は固定
だったので撮影条件を最適化する際のアプローチ
が限定されていました。
そのため撮影条件を最適化するという意識が

高くありませんでした。また診断部門から放射線
治療計画用CTの線量の高さを指摘されたこと
もありました。

SOMATOM Confidenceの導入が決まった
タイミングが、線量管理の義務化のタイミングと
重なったこともあり、DirectDensityの導入が、
放射線治療計画用 CTにおいても撮影条件を
最適化しようという契機になりました。
実際に線量の最適化の観点からも、管電圧を

最適化できることは非常に大きなメリットだと
感じています。

DirectDensityの臨床導入時は様々なデータ
検証を実施しましたが、従来の120kV用CT値密度
変換テーブルで計算した線量分布とDirectDensity

用CT値密度変換テーブルで計算した線量分布
の差が1％以下であり、精度としても問題なく

導入できています。
Adaptive radiotherapyなどの1患者で複数回

CT撮影する治療が増えているため、DirectDensity

の有用性は今後ますます高まってくると思います。

呼吸同期撮影（4DCT撮影）についてお聞かせ
ください
増田 技師 呼吸同期撮影は、撮影から画像再
構成までのワークフローがシームレスで以前と
比較して非常に楽になりました。呼吸同期画像
再構成もすべて自動で実施してくれるので、技師
としてもストレスなく非常に楽に操作することが
できて助かっています。
また以前は呼吸同期撮影も線量が高くなり

やすい撮影の一つでしたがDirectDensityに
よって管電圧を最適化できることで、被ばく低減
にもつながっています。

現在のご施設の放射線治療部門の状況について
お聞かせください
水野 物理士 通常2台体制でリニアックが稼働
しています。現在リニアック1台が更新時期に
入っており、2023年の春頃にTrueBeam*1の稼働
を予定しています。治療計画装置は、RayStation*2

とPinnacle*3を使用しています。
年間約800症例の放射線治療を実施しており、

なかでも乳がん治療の症例数は非常に多く、直近
の10年近くは日本国内1位の実績となっています。
放射線治療医は常勤2名、非常勤4名、医学

物理士は2名、放射線治療部門に所属している
放射線技師は10名という体制になっています。
タスク分担については、通常治療に関しては、

医師がContouring作業、プランの立案を実施し、
その後医学物理士、放射線技師による計画
チェックを実施しています。
また高精度放射線治療に関しては、医師が

Contouring作業、医学物理士がプランの立案
や線量検証を実施しています。

放射線治療計画用CT導入の決め手、機器選定時
に重要視された点についてお聞かせください
水野 物理士 装置導入の決め手を一言で表現
すると、「Siemens Healthineersの放射線治療
に対する熱いパッション」です。
学会の機器展示や、商談時の情報提供でも、
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最適管電圧自動選択機構CARE kV使用による、実際の撮影部位ごとの使用管電圧分布図
患者の体格、撮影部位などに応じて撮影管電圧の最適化を自動で実施
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が実施可能なハイブリッドなソリューションを
期待しています。
また放射線治療の高精度化にともない情報

量が多い画像、必要な情報がユーザーのワーク
フローが煩雑にならずに親和性をもって運用
できるようになると現場としては非常に助かり
ます。そのようなソリューションが今後Siemens 

Healthineersとバリアンから提供されることを
期待します。
*1 バリアンメディカルシステムズ社の製品です。
*2 レイサーチ・ジャパン株式会社の製品です。
*3 株式会社フィリップスジャパンの製品です。

AI-Rad Companion Organs RTのAuto 

Contouring機能の精度、および有用性について、
実際に使用されての感想をお聞かせください
板澤 医師 精度が高く驚いています。肺、食道、
肝臓、腎臓などが特に精度が高く、心臓も軽微
な修正で使用できており、Contouringの作業が
とても楽になりました。
もともと使用していた他社の機能では修正の

手間が多く、結果的に手間が増えてしまうことに
なりAuto Contouringの機能は限定的な導入
にとどまっていたので、ここまでの精度は正直
想像以上でした。

120を超える対象部位の数があり、その部位
の数の多さにも驚きました。多くの必要な臓器
がカバーされているなと感じました。
症例にもよりますが腹部や骨盤領域では30

分から1時間程度のContouring時間の短縮に
つながっています。
当院では診察と並行して医師がContouring

作業を実施しているので、1日あたりで考えると
数時間単位で業務の効率化につながっていると
感じています。
また今後の放射線治療の高精度化を考えると、

画像のスライス厚も薄くなり、データ量も多く

なっていますので、このようなAuto Contouring

の技術は重宝すると思います。

山内 物理士 今回のAI-Rad Companion Organs 

RTの導入にあたっては、医師が一からContouring

した各Structureと、Auto Contouringによる
Structureの比較検証作業を各領域の複数症例
に対して実施しました。
骨盤、腹部含めて全体でDice係数0.8以上、

なかでも腹部領域においては0.9以上と非常に
良好なAuto Contouringの精度でした。
一方で、Volumeが大きいStructureに対しては

Dice係数だけでは実際の臨床的に求められる
精度を正しく評価できないことがあります。
当院で所有している他社のAuto Contouring

機能ではDice係数の評価が0.8程度であっても
医師からは修正の手間が多く臨床使用できない
といったフィードバックがあり、限定的な導入に
とどめた経緯もあり、AI-Rad Companion Organs 

RTの臨床導入前の検証ではDice係数による
評価と合わせて、医師の評価も考慮して検証を
実施しました。実際に医師の評価としても各領域
においてStructureの修正がほとんど必要ない
という高い評価を得られています。

今後の放射線治療における展望や課題、
Siemens Healthineers/バリアンへの期待に
ついてお聞かせください
増田 技師 医師の負担が大きい現状のなかで、
働き方改革、タスクシフトの観点から、いかにコメ
ディカルがタスクを担えるかが現在の課題の
一つであると考えています。

AI-Rad Companion Organs RTのようなソリュー
ションは現場のワークロードの改善にもつな
がっており非常に有用だと実感しています。

山内 物理士 神経系や前立腺領域などCTだけ
ではなくMRの画像に対してもAuto Contouring
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医師がContouringした各Structureと、Auto ContouringによるStructureのDice係数の比較
胸部領域においてぞれぞれ概ね0.8以上と非常に良好なAuto Contouringの精度の結果が得られている

SBRTファントムによる120kV用CT 値密度変換テーブルとDirectDensity 用CT 値密度変換テーブルによる線量分布比較線量
差も1%未満の精度が担保できていることを確認

図2

治療計画装置 RayStation

Dose（cGy）

Patient
Slice

Thickness
120kV

DirectDensity
（MassDensity）

Vs. 120kV
（%）

1 2mm 1230 1231 0.081

1mm 1232 1233 0.081

2 2mm 1299 1301 0.154

1mm 1298 1301 0.231

3 2mm 1348 1349 0.074

1mm 1350 1352 0.148

医師がContouringした各Structureと、Auto ContouringによるStructureの比較
色が塗りつぶされている領域が医師のContouringによるStructure、実線がAuto ContouringによるStructureを示している
実際の医師からの評価も、各領域においてStructureの修正がほとんど必要なく臨床使用できるという高い評価を得られている
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